
第676号 2025年（令和7年）8月1日全 日 電 工 連（1）

今
月
の
主
な
紙
面

●2025年度重点施策　 1面

●ＤＥＮ－ＵＰ活用事例　 3面

●定期講習会場一覧　 4面

●青年部・女性部 活動報告　 8面

2025年度

未
来
を
見
据
え
た
重
点
施
策
で

「
頼
り
に
さ
れ
役
に
立
つ
連
合
会
」
を
目
指
す

2025年度　事業計画・重点施策
① 組織・財政強化対策

(1)組合活性化支援策

・組織率の向上に向けて、新規加入促進のための調査研究と施策の検討

・組合後継者育成・増強、多様な人材育成を目的とした体制整備支援

・女性活躍に資する環境整備、電工組女性部設立促進支援

(2)財政基盤強化対策

・既存事業の収益向上・効率化、新たな財源確保対策

・ 「組合運営向上プロジェクト」実施結果検証のもと電工組財政強化支援

② 人材確保・育成対策

(1)業界従業員維持拡大対策

・ 新たな施策等調査研究、既存事業（業界理解促進交流事業、次世代技術
者養成研修等）のバージョンアップ
・ 外国人雇用育成調査研究を踏まえ、受け入れ制度の課題解決に向けた継
続要望と組合を通じた組合員支援策の検討

・ 業界施工力確保に向けた関係省庁・団体との連携・政策反映の要望実施

(2)技能者地位向上対策

・ 実践的指導に基づく人材育成と技能者の社会的評価につながる仕組みづ
くり対策

③ DX活用対策

(1)組合員支援対策

・ 組合員向け現場DXサービス「DEN－UP」普及促進策の実行、利用者を
起点とした新たな加入拡大策の検討

・具体的・実用的な活用事例の展開方策検討

・ 新たな付加サービス創出に向けた関連メーカーとの共同開発と組合員へ
の提供

皆
様
の
ご
支
援
に

　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

（敬称略）

見坂 茂範
（比例区）

有村 治子
（比例区）

第27回　参議院議員通常選挙
推薦議員全員当選推薦議員全員当選

宮本 周司
（石川選挙区）

2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向

け
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
拡
大
や
原
子
力
発
電

の
再
稼
働
、
さ
ら
に
は
G
X

戦
略
の
進
展
に
よ
り
、
電
気

工
事
業
界
に
は
新
た
な
市
場

へ
の
対
応
力
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
然
災

害
の
多
発
を
背
景
に
、
地
域

イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
業
界
と

し
て
、
迅
速
な
復
旧
対
応
を

果
た
す
こ
と
も
重
要
な
使
命

で
あ
る
。

　

一
方
で
、「
若
手
人
材
の

確
保
・
技
能
継
承
」「
デ
ジ

タ
ル
技
術
へ
の
対
応
」「
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
強
化
」

な
ど
、
業
界
が
直
面
す
る
課

題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
こ
う

し
た
課
題
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
は
、
業
務
の
効
率
化
や

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
、

そ
し
て
魅
力
あ
る
職
場
づ
く

り
が
不
可
欠
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

　

特
に
現
場
D
X
の
推
進

は
、生
産
性
の
向
上
に
加
え
、

若
年
層
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

業
界
づ
く
り
に
も
直
結
す
る

重
要
な
取
り
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

2
0
2
5
年
度
は
、
時
代

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な

が
ら
、
組
合
の
力
を
高
め
、

電
気
工
事
業
界
全
体
を
よ
り

強
固
で
魅
力
あ
る
も
の
へ
と

成
長
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

指
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
組
織
体
制

の
再
構
築
と
施
策
推
進
力
の

強
化
に
取
り
組
み
、
組
合
員

に
と
っ
て
役
立
つ
施
策
の
展

開
に
注
力
し
て
い
く
。

　

本
紙
で
は
、
こ
れ
ら
の
視

点
に
基
づ
き
、
2
0
2
5
年

度
事
業
計
画
に
お
け
る
重
点

施
策
を
紹
介
す
る
。

①
組
織
・
財
政
強
化
対
策

　

前
期
の
組
織
政
策
委
員
会

で
抽
出
さ
れ
た
課
題
の
深
堀

と
進
化
を
前
提
と
し
て
、
各

電
工
組
の
組
織
力
や
財
務
基

盤
の
強
化
を
目
的
に
、
従
来

の
総
務
・
財
政
委
員
会
を「
総

務
委
員
会
」
と
「
財
政
委
員

会
」
に
分
け
て
集
中
審
議
を

し
て
い
く
。

　
「
総
務
委
員
会
」
で
は
組

織
率
の
向
上
を
目
的
に
、
組

合
員
の
新
規
加
入
や
増
強
、

青
年
部
・
女
性
部
の
活
性
化

な
ど
、
組
合
員
の
す
そ
野
を

広
げ
る
取
組
み
を
検
討
し
て

い
く
。

　
「
財
政
委
員
会
」
で
は
、

組
合
の
財
務
体
質
強
化
に
特

化
し
検
討
し
て
い
く
。
モ
デ

ル
と
な
る
工
組
の
好
事
例
を

分
析
・
共
有
し
、
全
国
の
底

上
げ
に
つ
な
が
る
制
度
設
計

や
支
援
ス
キ
ー
ム
の
検
討
を

し
て
い
く
。

②
人
材
確
保
・
育
成
対
策

　

業
界
で
は
人
手
不
足
が
続

き
、
若
年
層
減
少
や
高
齢
化

の
進
行
に
よ
る
技
能
者
・
技

術
者
の
確
保
が
困
難
な
状
況

に
あ
り
、
外
国
人
材
の
活
用

や
技
能
者
の
地
位
向
上
を
図

り
、
多
様
な
人
材
育
成
と
持

続
的
発
展
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し

て
、
前
期
の
人
材
確
保
・
育

成
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

お
け
る
最
終
答
申
を
踏
ま

え
、
答
申
内
容
の
具
現
化
を

推
進
す
る
「
人
材
開
発
委
員

会
」
を
編
成
し
、
人
材
政
策

の
あ
り
方
に
つ
い
て
多
角
的

な
審
議
、
施
策
の
立
案
・
実

施
を
検
討
し
て
い
く
。

③
D
X
活
用
対
策

D
X
サ
ー
ビ
ス
「
D
E
N

－

U
P
」
の
普
及
促
進
・

D
X
等
の
技
術
高
度
化
対
応

を
推
進
し
て
い
く
「
D
X
活

用
分
科
会
」
を
設
置
。

　

前
期
分
科
会
で
検
討
さ
れ

た
加
入
促
進
策
の
実
行
・
推

進
と
組
合
員
の
活
用
事
例
や

新
規
加
入
者
を
中
心
に
据
え

た
普
及
促
進
策
の
再
検
討
、

付
加
価
値
の
高
い
新
た
な
サ

ー
ビ
ス
の
共
同
開
発
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
利
活
用
に
よ
る

組
合
員
・
組
合
の
業
務
効
率

化
の
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。
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夏 場 の 電 気 工 事夏 場 の 電 気 工 事　 水 漏 れ 事 故水 漏 れ 事 故 に ご 注 意 を！ご 注 意 を！夏 場 の 電 気 工 事夏 場 の 電 気 工 事　 水 漏 れ 事 故水 漏 れ 事 故 にに ご 注 意 を！ご 注 意 を！
　

第
三
者
損
害
賠
償
制
度
に
お
け

る
夏
場
（
6
月
〜
9
月
）
の
事
故

に
つ
い
て
、
昨
年
度
の
保
険
金
支

払
い
実
績
を
見
る
と
2
2
1
件

中
、
エ
ア
コ
ン
工
事
に
関
す
る
事

故
が
57
件
と
多
く
の
割
合
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
エ
ア
コ

ン
に
関
す
る
工
事
自
体
も
多
く
な

る
季
節
で
す
が
、
梅
雨
時
期
や
台

風
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
、
接
続
部

の
施
工
不
良
部
分
や
ド
レ
ン
配
管

か
ら
の
漏
水
事
故
が
多
く
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
た
び
漏
水
事

故
が
起
き
る
と
施
工
箇
所
の
み
な

ら
ず
、
お
客
様
の
施
設
や
家
財
、

商
品
等
に
ま
で
被
害
が
及
び
、
数

十
万
〜
数
百
万
円
の
高
額
賠
償
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
左
記
は
実
際
に
発
生

し
た
事
故
事
例
で
す
。

　

左
記
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
外
壁
と
エ
ア
コ
ン
（
内
機
）

の
接
続
部
の
施
工
、
ド
レ
ン
回
り

に
つ
い
て
の
施
工
に
つ
い
て
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
の
引
き
渡

し
後
、
工
事
が
原
因
で
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、
第
三
者
損
害
賠
償

制
度
の
基
本
プ
ラ
ン
で
は
、
床
や

天
井
、
家
具
な
ど
は
補
償
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
工
事
の
目
的
物
で

あ
る
エ
ア
コ
ン
本
体
の
損
害
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
ワ
イ
ド
プ
ラ
ン
へ
の
加
入
に

よ
り
、
工
事
目
的
物
（
生
産
物
）

そ
の
も
の
の
損
害
も
カ
バ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
自
身
の
加

入
プ
ラ
ン
を
確
認
い
た
だ
き
、
ワ

イ
ド
プ
ラ
ン
へ
の
お
切
り
替
え
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
工
事
作
業
中
の
事
故
へ

の
備
え
に
は
組
立
保
険
制
度
を
ご

活
用
い
た
だ
け
ま
す
。詳
し
く
は
、

所
属
工
組
の
保
険
担
当
者
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

主な事故事例

① エアコン取付工事後、電源配線の外壁開

口部から雨水が浸入し内装に濡損。

② エアコン取り付け後、ドレン配管から漏

水し天井、壁等に濡損。

③ 寝室エアコン設置後、排水工事の不手際

でエアコンから水漏れしベッド、マット

レス、枕、壁に濡損。

④ エアコン設置工事後

に起動させると排水

が逆流。室内が水浸

しになり、ドレス、

振袖、床を汚損。

　

全
日
電
工
連
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

連
合
会
、
各
都
道
府
県
電
工
組

は
今
年
度
も
8
月
1
日
か
ら
8

月
31
日
ま
で
の
1
ヶ
月
間
、
集

中
的
に
電
気
安
全
運
動
を
実
施

し
、
電
気
事
故
の
未
然
防
止
と

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

　

一
般
家
庭
を
主
軸
に
電
気
使

用
の
安
全
に
関
す
る
啓
発
を
行

い
、
不
良
電
気
設
備
の
改
修
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
電
気
工
事

を
行
う
者
の
研
修
を
行
い
、
一

般
用
電
気
工
作
物
の
保
安
確
保

と
電
気
災
害
の
防
止
に
努
め
て

　

第
36
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
が
、
令
和

7
年
10
月
16
日
（
木
）
に
北
海
道
札
幌
市
で

開
催
さ
れ
る
。

　

大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
『
北
の
大
地
で

広
げ
る
絆
・
共
に
拓
こ
う
新
時
代
へ
の
扉

！
』。「
子
供
た
ち
に
憧
れ
ら
れ
る
電
気
工
事

業
界
を
目
指
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
北

海
道
ら
し
さ
を
表
現
す
る
と
と
も
に
、
大
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
「
何
の
た
め
に
」「
誰
の
た

め
に
」
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
の
か
を

考
え
実
現
さ
せ
る
大
会
と
す
る
。

10
月
15
日
に
開
催
さ
れ
る
意
見
交
換
会
で

は
、
電
気
工
事
業
が
持
つ
重
要
性
と
子
供
た

ち
に
こ
の
仕
事
へ
の
誇
り
や
魅
力
を
伝
え
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
様
々
な
角
度
か
ら
討
論

を
行
う
予
定
だ
。

10
月
16
日
に
は
組
合
活
性
化
研
修
会
（
工

組
優
良
事
業
の
事
例
発
表
）、
大
会
式
典
と

と
も
に
電
設
商
品
企
業
展
示
と
物
産
展
も
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

い
く
。

　

安
全
・
安
心
の

提
供
に
関
す
る
活

動
を
取
り
入
れ
、

当
該
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
電
気
使
用
安

全
に
関
す
る
啓
発

指
導
を
展
開
し
、

電
気
火
災
防
止
に

向
け
て
感
震
装
置

や
避
雷
器
の
取
り

付
け
推
進
に
取
り

電気工事は登録（届出）標識のある工事店で
全日本電気工事業工業組合連合会

各 ブ ロ ッ ク 組 合 連 合 会

各都道府県電気工事（業）工業組合
主催

消 防 庁

各 都 道 府 県

N H K
後援

電気事故を電気事故を

　　未然に防止しよう　　未然に防止しよう
電気使用
安全月間

感
震
装
置

感
震
装
置
・
避
雷
器

避
雷
器
取
り
付
け
設
置
を
促
進

第36回 電気工事業全国大会

北
の
大
地
で
広
げ
る
絆
・
共
に
拓
こ
う
新
時
代
へ
の
扉
！

第
36
回

電
気
工
事
業
全
国
大
会
開
催
要
領

▼開 催 日

　令和7年10月15日（水）　意見交換会

　令和7年10月16日（木） 　 組合活性化研修会、

　　　　　　　　　　　　大会式典、交流会、

　　　　　　　　　　　　企業展示・物産展

▼主 　 催

　全日本電気工事業工業組合連合会

▼主管・企画・運営

　北海道電気工事業工業組合

▼大会テーマ

　北の大地で広げる絆・共に拓こう新時代への扉！

▼サブテーマ

　今も昔もこれからも、大切な電気をつないでいく

電気工事の魅力を伝えよう！

▼開催場所

　・札幌市教育文化会館（大会式典）

　・ グランドメルキュール札幌大通公園（式典以外の行事）

組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

　

全
日
電
工
連
は
、
関
係
団
体

統
一
デ
ザ
イ
ン
ポ
ス
タ
ー
と
Ｐ

Ｒ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
連
合
会
と
各
電
気

工
事
工
業
組
合
に
配
布
し
て
運

動
の
促
進
を
呼
び
か
け
る
。

※
実
施
項
目

①
地
域
社
会
に
視
点
を
お
い
た

電
気
使
用
安
全
に
関
す
る
啓

発
指
導

②
感
震
装
置
・
避
雷
器
の
取
り

付
け
推
進

③
不
良
電
気
設
備
の
改
修
工
事

の
実
施

④
電
気
設
備
の
安
全
診
断
の
実

施
⑤
電
気
設
備
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
推
進

⑥
電
気
安
全
啓
発
の
広
報
活
動

の
実
施

⑦
電
気
工
事
士
に
対
す
る
研
修

の
実
施

万
一
へ
の
備
え
は
ワ
イ
ド
プ
ラ
ン
と
組
立
保
険
で
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Ｉ
Ｄ
数
無
制
限
が
決
め
手

　

以
前
か
ら
「
働
き
方
改

革
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
障
害
に
な

っ
て
い
た
の
が
紙
ベ
ー
ス

で
の
業
務
報
告
で
し
た
。

従
業
員
た
ち
は
現
場
で
の

仕
事
を
終
え
て
も
、
事
務

作
業
の
た
め
に
会
社
に
戻

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
を
解
消
す
べ

く
、
Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
を
検
討

す
る
中
で
出
会
っ
た
の
が

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
で
し
た
。

Ｉ
Ｄ
数
が
無
制
限
で
使
用

で
き
る
と
い
う
点
が
大
き

か
っ
た
で
す
。
他
社
の
ツ

ー
ル
で
は
利
用
で
き
る
人

数
に
制
限
が
あ
っ

た
り
、
プ
ラ
ス
料

金
が
発
生
し
た
り

す
る
も
の
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ

は
そ
の
心
配
も
あ

り
ま
せ
ん
。
従
業

員
数
に
関
わ
ら
ず

決
ま
っ
た
金
額
で

利
用
で
き
る
こ
と

株式会社ＨＩＴＥＣ 代表取締役
栃木県電気工事業工業組合 監事

蓮池 智雄 様
(写真右 : 工事部長 大金 正人 様 )

無
料
ト
ラ
イ
ア
ル
で
安
心

導
入

　

弊
社
は
、
電
気
工
事
と

水
道
工
事
の
両
方
を
手
掛

け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
管
理
す
る
案
件
数
も
増

加
し
、
従
来
の
紙
で
の
管

理
に
限
界
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
デ
ジ
タ
ル
化

で
き
る
ツ
ー
ル
を
探
し
た

と
こ
ろ
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ

に
出
会
い
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
会
社
は
多
く
さ

ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
が
あ
り

ま
す
が
、
実
際
に
使
用
し

て
み
な
い
と
ど
の
よ
う
な

機
能
が
あ
る
の
か
、
弊
社

の
運
用
方
法
に
適
し
て
い

る
の
か
が
分
か
り
ま
せ

ん
。
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
に

は
2
週
間
の
無
料
ト
ラ
イ

ア
ル
期
間
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
そ
れ
を
活
用
し
て

実
際
に
使
用
し
て

み
ま
し
た
。
ど
の

よ
う
に
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
し
て
登
録
で

き
る
の
か
、
案
件

フ
ロ
ー
が
ど
う
な

る
の
か
を
確
認

し
、
普
段
の
運
用

方
法
に
近
い
形
に

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を

し
た
と
こ
ろ
、
ス

ム
ー
ズ
に
運
用
で
き
ま
し

た
。

※
無
料
ト
ラ
イ
ア
ル
の
申

込
は
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
事

務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
の
案
件
を
一
括
管

理
　

以
前
は
す
べ
て
紙
で
管

理
し
て
い
た
た
め
、
案
件

管
理
表
を
紛
失
し
、
対
応

漏
れ
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

株式会社津田 代表取締役
京都府電気工事工業組合 副理事長

津田 秀夫 様
(写真左 : 津田莉佳子 様 ) は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

※
Ｉ
Ｄ
数
無
制
限
は
組
合

員
限
定

協
力
会
社
と
の
連
携
で
業

務
効
率
改
善

　

こ
れ
ま
で
は
事
務
所
に

戻
っ
て
か
ら
日
報
を
書
く

必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、

　

現
在
で
は
、
受
注
の
電

話
を
受
け
た
担
当
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
端
末
か
ら
そ
の

場
で
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
に
登
録

し
、
対
応
内
容
も
各
自
が

そ
の
場
で
入
力
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
前

発
生
し
て
い
た
対
応
漏
れ

や
共
有
漏
れ
が
な
く
な

り
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
は
現
場
に
い
る
社

員
へ
案
件
情
報
を
共
有
す

る
際
、
電
話
や
チ
ャ
ッ
ト

ア
プ
リ
を
使
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｎ
Ａ
を
活
用
し
、
案
件
登

録
後
に
「
こ
ん
な
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ

Ａ
で
案
件
を
立
て
て
い
ま

す
」
と
一
言
伝
え
る
だ
け

で
済
む
た
め
、
情
報
共
有

の
手
間
が
大
幅
に
軽
減
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
で
案
件
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確

認
で
き
る
た
め
、
新
た
な

案
件
が
入
れ
ば
、
現
場
終

わ
り
に
必
ず
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ

を
開
い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
ま
す
。
近
く
の
案
件
で

あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
対
応
に

向
か
う
な
ど
、
よ
り
効
率

的
な
情
報
共
有
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　

電
気
工
事
の
対
応
も
水

道
工
事
の
対
応
も
併
せ
て

管
理
し
て
い
る
た
め
、
案

件
フ
ロ
ー
は
工
程
ご
と
に

細
か
く
設
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
テ

ー
タ
ス
が
一
目
で
わ
か

り
、
対
応
漏
れ
や
放
置
状

態
に
な
る
の
を
防
止
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
月
に
1

回
の
社
内
会
議
で
は
、
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
の
案
件
ボ
ー
ド

を
パ
ソ
コ
ン
で
開
い
て
案

現
場
で
報
告
を
済
ま
せ
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
時

間
の
使
い
方
が
全
く
変
わ

り
ま
し
た
。
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ

の
日
報
機
能
で
管
理
者
宛

て
に
通
知
が
来
る
の
で
見

落
と
し
も
防
げ
ま
す
。

　

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
を
用
い
て

電
材
商
社
や
協
力
会
社
と

の
連
携
に
も
活
用
し
て
い

ま
す
。
案
件
資
料
を
共
有

フ
ォ
ル
ダ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
し
て
お
け
ば
、
そ
れ
を

協
力
会
社
の
方
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
先
方
で
内
容
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
、
見

積
書
を
ア
ッ
プ
し
て
も
ら

う
と
い
う
流
れ
で
す
。

　

今
ま
で
利
用
し
て
い
た

フ
ァ
イ
ル
転
送
サ
ー
ビ
ス

な
ど
は
、
送
受
信
に
エ
ラ

ー
が
起
き
る
こ
と
も
あ
り

困
っ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
で
あ
れ
ば
そ
の

心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
協

力
会
社
ご
と
に
フ
ォ
ル
ダ

を
分
け
て
使
っ
て
い
ま
す

が
、
互
い
に
共
有
し
た
資

料
が
こ
の
フ
ォ
ル
ダ
内
に

蓄
積
さ
れ
て
い
く
の
で
、

情
報
を
す
ぐ
に
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
る
点
も
あ
り

が
た
い
で
す
。

　

見
積
依
頼
の
連
絡
に
も

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
の
チ
ャ
ッ
ト

機
能
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
シ
ン
プ
ル
な
連
絡
で

完
結
で
き
る
の
も
便
利
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
を
導

入
し
た
こ
と
で
、
会
社
全

体
で
、
時
間
を
効
率
的
に

使
お
う
と
い
う
意
識
が
高

ま
っ
た
の
を
感
じ
ま
す
。

「
み
ん
な
で
共
有
す
る
」

と
い
う
面
で
は
や
は
り
Ｄ

Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
が
優
れ
て

い
ま
す
ね
。

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
も
魅
力

　

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
は
サ

ポ
ー
ト
面
が
手
厚
い
の
も

魅
力
の
一
つ
で
す
。
こ
ち

ら
が
何
も
言
わ
な
く
て
も

「
活
用
状
況
は
ど
う
で
す

か
？
」
と
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ

Ｐ
運
営
事
務
局
か
ら
連
絡

を
い
た
だ
く
ほ
ど
で
す
。

ツ
ー
ル
に
つ
い
て
の
不
安

や
疑
問
を
こ
ま
め
に
解
消

で
き
る
の
で
助
か
っ
て
い

ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
方
が
利
用

す
れ
ば
、
そ
の
分
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
集
ま
り
ま
す

し
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
の

機
能
も
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ

れ
て
い
く
の
で
は
、
と
い

う
期
待
も
し
て
い
ま
す
。

導
入
前

導
入
後

ＤＥＮ－ＵＰ導入による変化

●事務作業が会社でしか行えない

●紙ベースでの業務報告から脱却したい

●協力会社への情報共有に手間がかかる

↓

● 現場での作業後、その場で業務報告書の作成

ができるように

●移動中の時間を活用して事務作業を消化

●図面や工程表の全社共有も簡単に

●案件ごとの工程管理がしやすく

●外部への見積依頼がスムーズに

導
入
前

導
入
後

ＤＥＮ－ＵＰ導入による変化

● 紙による案件管理に限界を感

じ、見直しを検討

● 複数の案件を同時進行する中で

発生する対応漏れを防ぎたい

● 情報共有を電話やチャットアプ

リで行っていたため、手間がか

かっていた

↓

● 案件データをクラウドで一元管

理しペーパーレス化を実現

● ＫＡＮＮＡの案件ボードを使用

することで漏れなく確実な対応

● ＫＡＮＮＡに案件を登録するこ

とで情報共有がスムーズに

● ＫＡＮＮＡのクラウド管理で、

全てをワンストップ処理可能

ＤＥＮ－ＵＰの申込・ご相談は公式サイトからお願いします。➡

ＣＰＤ制度認定「電気工事業ＤＸオンラインセミナー」開催中‼
ＤＸ導入検討の皆さまはぜひ受講ください。公式サイトで申込受付中。

◎2025年 9 月19日(金) 16:00～17:40　◎2026年 1 月22日(木) 16:00～17:40

◎2025年11月10日(月) 17:30～19:10　◎2026年 3 月 3日(火) 17:30～19:10

無料トライアルで安心導入 協力会社との連携で業務効率改善

件
を
一
つ
ひ
と
つ
確
認
し

て
い
ま
す
。「
こ
の
案
件

は
誰
が
対
応
し
て
い
る

か
」「
こ
の
案
件
は
現
在

ど
の
よ
う
な
状
況
か
」
と

確
認
を
行
い
、
進
捗
状
況

を
し
っ
か
り
把
握
し
て
い

ま
す
。

業
界
で
の
よ
り
多
く
の
利

用
に
期
待

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
あ
る

限
り
、
電
気
工
事
業
は
衰

退
す
る
こ
と
の
な
い
業
界

だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

人
材
不
足
な
ど
の
課
題
も

あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
効

率
化
が
求
め
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。

　

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
の
よ

う
な
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
解
決
で
き
る
問

題
も
多
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
同
じ
業
界
の
仲
間
と

し
て
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
、
と
き
に
は
活
用
方
法

を
共
有
し
た
り
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
を
教
え
合
っ
た

り
と
、
組
合
を
通
じ
て
協

力
し
合
え
る
関
係
を
築
い

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ｈttps://den-up.jp/
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業 界 の 課 題 解 決 と
経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟
素早い対応と行動する組織を目指す！！

2025年 9 月～2025年11月
所属工組の講習を受講しよう！

2025年 9 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北

福島 9月 9日 火 116502 福島県青少年会館
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

新潟

9月 7日 日 117504 新潟テルサ
新潟県電気工事工業組合
℡025-229-15879 月18日 木 117505 

燕三条地場産業振興センター
メッセピア

関
東

群馬 9月 2日 火 123501 前橋問屋センター会館
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

東京
9月11日 木 126503 全国家電会館 東京都電気工事工業組合

℡03-3542-73019 月26日 金 126504 府中の森芸術劇場

神奈川

9月18日 木 127502 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

9 月19日 金 127503 

9 月21日 日 127504 

9 月29日 月 127505 

中
部 長野 9月18日 木 131501 長野ターミナル会館

長野県電気工事業工業組合
℡026-262-1493

北
陸 石川 9月26日 金 142502 石川県地場産業振興センター

石川県電気工事工業組合
℡076-269-7883

近
畿

京都 9月 3日 水 152503 京都テルサ
京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

兵庫 9月17日 水 154504 姫路商工会議所 本館
兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

中
国

広島 9月19日 金 164502 広島県情報プラザ
広島県電気工事工業組合
℡082-241-1731

山口 9月10日 水 165502 
カリエンテ山口
（山口県婦人教育文化会館）

山口県電気工事工業組合
℡083-921-0885

九
州
・
沖
縄

福岡 9月 4日 木 181503 福岡商工会議所
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

佐賀 9月 2日 火 182502 佐賀市文化会館
佐賀県電気工事業工業組合
℡0952-31-2030

長崎 9月 2日 火 183502 アルカスSASEBO
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

熊本 9月26日 金 184502 
熊本県青年会館
（ユースピア熊本）

熊本県電気工事業工業組合
℡096-382-2171

宮崎 9月30日 火 186503 ＪＡ・ＡＺＭホール 本館
宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

鹿児島 9 月 7 日 日 187501 ホテル自治会館
鹿児島県電気工事業工業組合
℡099-255-5507

那覇 9月10日 水 191504 沖縄産業支援センター
沖縄県電気工事業工業組合
℡098-943-0452

満 席

満 席

2025年 10 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

中
部

長野 10月24日 金 131502 長野ターミナル会館
長野県電気工事業工業組合
℡026-262-1493

岐阜 10月 7 日 火 132503 ワークプラザ岐阜
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-213-2171

静岡 10月 8 日 水 133503 静岡商工会議所
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

愛知
10月 2 日 木 134503 

ウィルあいち
愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-715110月 5 日 日 134504 

三重 10月23日 木 135501 三重電気会館
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-4862

近
畿

滋賀 10月 7 日 火 151501 コラボしが21
滋賀県電気工事工業組合
℡077-562-2069

大阪 10月16日 木 153506 大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

四
国

香川 10月 7 日 火 172501 香川県土木建設会館
香川県電気工事業工業組合
℡087-816-1433

愛媛 10月 9 日 木 173501 
JAえひめ未来
西条総合相談センター

愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

九
州

長崎 10月10日 金 183503 長崎県勤労福祉会館
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

大分 10月 6 日 月 185502 大分県教育会館
大分県電気工事業工業組合
℡097-568-2146

2025年 11 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

釧路 11月 5 日 水 101501 釧路市生涯学習センター
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

東
北

青森 11月14日 金 111502 
青森県労働福祉会館
(ハートピアローフク)

青森県電気工事業工業組合
℡017-773-1935

宮城 11月11日 火 113502 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

秋田 11月12日 水 114501 秋田県社会福祉会館
秋田県電気工事工業組合
℡018-824-1587

関
東

千葉 11月12日 水 125507 千葉県電工会館
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

神奈川

11月 7 日 金 127506 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

11月 9 日 日 127507 

11月18日 火 127508 

中
部 愛知

11月 9 日 日 134505 
ウィルあいち

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-715111月18日 火 134506 

北
陸

富山 11月12日 水 141502 富山県中小企業研修センター
富山県電気工事工業組合
℡076-471-7551

石川 11月21日 金 142503 石川県地場産業振興センター
石川県電気工事工業組合
℡076-269-7883

福井
11月12日 水 143501 

福井商工会議所
福井県電気工事工業組合
℡0776-22-290311月30日 日 143502 

近
畿

兵庫 11月 9 日 日 154505 兵庫県電気工事技術会館
兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

和歌山 11月12日 水 156502 
和歌山県勤労福祉会館
プラザホープ

和歌山県電気工事工業組合
℡073-424-3291

中
国 岡山 11月11日 火 163502 第一セントラルビル 1 号館

岡山県電気工事工業組合
℡086-261-0900

四
国 徳島 11月 4 日 火 171501 徳島県JA会館 別館

徳島県電気工事業工業組合
℡088-622-7377

九
州

福岡 11月 6 日 木 181504 福岡商工会議所
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

鹿児島 11月12日 水 187502 ホテル自治会館
鹿児島県電気工事業工業組合
℡099-255-5507

2025年 10 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

北見 10月 2 日 木 105501 
北ガス市民ホール
（北見市民会館）

北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

東
北

山形 10月30日 木 115502 山形ビッグウイング
山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161

福島 10月 8 日 水 116503 郡山ユラックス熱海
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

新潟 10月29日 水 117506 新潟ユニゾンプラザ
新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

茨城
10月10日 金 121503 ザ・ヒロサワ・シティ会館

（茨城県立県民文化センター）
茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-313310月21日 火 121504 

群馬 10月 1 日 水 123502 前橋問屋センター会館
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

埼玉
10月 5 日 日 124502 

埼玉電気会館
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-024210月15日 水 124503 

千葉

10月 9 日 木 125504 

千葉県電工会館
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

10月15日 水 125505 

10月19日 日 125506 

東京
10月 6 日 月 126505 府中の森芸術劇場 東京都電気工事工業組合

℡03-3542-730110月15日 水 126506 全国家電会館

第一種電気工事士定期講習
―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席
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105-0014 2-9-11 1F TEL:03 5232 5867 FAX:03 5442 2758

12

13,640 ( )

72

13,310 ( )

72

暑中お見舞い申し上げます



第676号 2025年（令和7年）8月1日全 日 電 工 連 （6）

全 日 電 工 連 賛 助 会 員 優良製品・商品をご使用下さい！
㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

ア イ ト ス ㈱

ア イ ホ ン ㈱

因 幡 電 機 産 業 ㈱

大 川 被 服 ㈱

河 村 電 器 産 業 ㈱

共 立 電 気 計 器 ㈱

コ ロ ナ 産 業 ㈱

サ ン 電 子 ㈱

㈱ シ ー エ ス エ ー

㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ

積 水 化 学 工 業 ㈱

㈱ ダ イ テ ッ ク

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱

東 神 電 気 ㈱

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱

㈱ 戸 上 電 機 製 作 所

内 外 電 機 ㈱

㈱ 西 田 製 作 所

ニ チ コ ン ㈱

㈱ ニ チ フ

日 東 工 業 ㈱

日 本 電 機 産 業 ㈱

ネ グ ロ ス 電 工 ㈱

パナソニック㈱エレクトリックワークス社

パンドウイットコーポレーション日本支社

㈱ ホ タ ル ク ス

㈱ 前 垣

マ サ ル 工 業 ㈱

マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

ミ ノ ル 工 業 ㈱

ミルウォーキーツール・ジャパン   (同)

矢 崎 エ ナ ジ ー シ ス テ ム ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＤＸ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱

東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 ㈱

住 友 生 命 保 険 (相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ Ｅ Ｌ Ｅ Ｆ Ａ メ デ ィ ア

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス
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弔慰金　▶病死・その他
【福島】 福島市 ㈱セクテス 齋藤健様 75

【千葉】 船橋市 王子電機工業 王子正彬様 79

【神奈川】 愛甲郡 ㈱坂口電設 熊坂和男様 83

【静岡】 静岡市 ㈱舛晃電気 舛谷徳彦様 58

【静岡】 静岡市 是永電機工業所 是永進様 96

見舞金

【和歌山】 田辺市 元町電気 田中保匡様 入院見舞

埼
玉
県
工
組

青

年

部

会

が

審

査

を

担

当

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
を
全
面
支
援

　

埼
玉
県
教
育
委
員
会
は
6

月
21
日
、「
令
和
7
年
度
高

校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
（
電
気
工
事
部
門
）」
を

さ
い
た
ま
市
の
埼
玉
電
気
会

館
で
開
催
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
埼
玉
県
電

気
工
事
工
業
組
合
（
佐
藤
隆

行
理
事
長
）
が
競
技
会
場
・

競
技
用
材
料
・
賞
品
の
提
供
、

審
査
員
と
し
て
青
年
部
会

（
石
井
健
太
郎
会
長
以
下
4

名
）
が
参
加
す
る
な
ど
コ
ン

テ
ス
ト
を
全
面
的
に
支
援
し

て
お
り
、
今
回
で
21
回
目
と

な
る
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、

県
立
工
業
高
校
6
校
の
高
校

生
13
名
の
選
手
が
参
加
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
高
校
生

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
電

気
工
事
部
門
担
当
校
長
の
中

山
義
治
校
長
（
埼
玉
県
立
秩

父
農
工
科
学
高
等
学
校
）が
、

会
場
提
供
・
審
査
員
な
ど
同

工
組
か
ら
の
支
援
・
協
力
に

感
謝
の
辞
を
述
べ
た
後
、「
コ

令和7年度 ものづくりコンテスト出場者との集合写真

【静岡】 焼津市 ㈱伊藤電設 伊藤進様 52

【愛知】 西尾市 三ケ根電工㈲ 牧野政美様 87

【京都】 宇治市 ㈱ヤマシロ商会 薮田勝康様 69

【大阪】 寝屋川市 コロナ電設 遠近淳夫様 73

【和歌山】 田辺市 辻 田電設 辻 田正雄様 87

【広島】 大竹市 森電気工事 森繁樹様 90

【福岡】 北九州市 藤達電気㈱ 藤達実様 60

【福岡】 糟屋郡 佐伯電気工事店 佐伯源吾様 84

ン
テ
ス
ト
の
結
果

か
ら
、
成
功
体
験

だ
け
で
は
な
く
失

敗
か
ら
も
学
ん
で

ほ
し
い
。
生
徒
の

皆
さ
ん
は
練
習
し

て
き
た
こ
と
を
十

分
に
発
揮
し
、
よ

り
良
い
結
果
を
目

指
し
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
同
工

組
の
羽
鳥
隆
行
副

理
事
長
が
「
平
成

16
年
か
ら
ご
協
力

さ
せ
て
い
た
だ

　

全
日
電
工
連
は
「
2
0
2

6
年
版
電
気
工
事
手
帳
」
の

申
し
込
み
受
付
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

電
気
工
事
手
帳
は
、
全
日

電
工
連
技
術
委
員
会
監
修
の

も
と
で
制
作
が
進
め
ら
れ
、

本
年
も
最
新
の
デ
ー
タ
を
取

り
入
れ
て
内
容
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

内
線
規
程
を
は
じ
め
各
種

基
準
類
の
見
直
し
な
ど
を
行

い
、
電
気
工
事
業
に
携
わ
る

多
く
の
方
々
に
使
用
し
て
い

た
だ
け
る
必
携
の
手
帳
と
な

っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
6
電
気
工
事
手
帳

の
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合

わ
せ
は
所
属
す
る
工
組
へ
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

全
日
出
版
社
の
「
光
速
見

積
ソ
フ
ト
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｓ

（
2
0
2
5
）」（
以
下
、
ゼ

ア
ス
）
が
8
月
上
旬
に
発
売

さ
れ
ま
す
。

　

ゼ
ア
ス
は
、
同
社
が
毎
年

発
行
し
て
い
る
最
新
の
「
電

気
設
備
工
事
積
算
実
務
マ
ニ

ュ
ア
ル
」「
機
械
設
備
工
事

積
算
実
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に

準
拠
し
て
お
り
、
歩
掛
、
材

料
単
価
、
複
合
単
価
な
ど
を

標
準
搭
載
し
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ア
ス
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

は
次
の
通
り
。

・
電
気
設
備
、
機
械
設
備
の

デ
ー
タ
約
1
8
、
0
0
0

件
搭
載

・
複
合
単
価
方
式
、
材
工
分

離
方
式
、
両
方
の
見
積
方

式
に
対
応

・
全
国
47
都
道
府
県
の
労
務

単
価
、
複
合
単
価
を
搭
載

　

ゼ
ア
ス
は
発
売
か
ら
10
年

以
上
経
っ
た
今
も
多
く
の
工

事
会
社
か
ら
支
持
を
集
め
る

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
で
す
。

官
公
庁
工
事
の
入
札
や
民
間

工
事
の
見
積
書
作
成
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
使
い
や
す
く
20

代
か
ら
70
代
ま
で
の
幅
広
い

年
齢
層
に
支
持
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

購
入
前
に
、
同
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
無
料
の
体
験
版

が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

（h
t
t
p
s
:/
/
w
w
w
.

zn
s.co
.jp
/

）。

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合

わ
せ
は
所
属
さ
れ
る
工
組
へ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

き
、
こ
の
よ
う
な
舞
台
を
整

え
て
い
く
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
の
役
割
は
極
め
て
重
要
な

も
の
と
考
え
て
い
る
。
組
合

で
は
皆
さ
ん
に
電
気
工
事
士

の
資
格
を
取
得
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
講
師
の
派
遣
を
行

う
他
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
が

学
校
生
活
だ
け
で
は
学
べ
な

い
多
く
の
こ
と
を
体
験
で
き

る
よ
う
な
交
流
の
場
を
設

け
、
電
気
工
事
業
界
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
本
日
参
加
さ

れ
る
選
手
の
方
に
は
、
努
力

の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮

さ
れ
る
こ
と
を
願
う
」
と
挨

拶
し
た
。

　

競
技
内
容
は
、
合
板
パ
ネ

ル
上
に
配
線
図
で
示
さ
れ
た

低
圧
屋
内
配
線
工
事
を
指
定

さ
れ
た
材
料
と
工
具
を
使
用

し
て
制
限
時
間
内
（
1
0
0

分
）
に
施
工
す
る
も
の
で
、

各
選
手
は
、
日
頃
の
実
習
の

成
果
を
十
分
に
競
い
合
っ

た
。
競
技
後
、
審
査
員
4
名

が
審
査
を
行
い
、
ケ
ー
ブ
ル

工
事
、
接
続
、
結
線
、
仕
上

が
り
の
綺
麗
さ
な
ど
を
チ
ェ

ッ
ク
、
完
成
タ
イ
ム
を
加
味

し
て
採
点
し
上
位
4
人
を
決

定
し
た
。

　

結
果
は
、
最
優
秀
賞
に
春

日
部
工
業
高
校
3
年
生
の
渡

邉
斗
真
さ
ん
、
優
秀
賞
に
進

修
館
高
校
3
年
の
平
井
璃
来

さ
ん
、
優
良
賞
に
川
越
工
業

高
校
2
年
の
齋
藤
洸
介
さ

ん
、
特
別
賞
に
秩
父
農
工
科

学
高
校
3
年
の
坪
井
由
志
さ

ん
が
入
賞
し
、
大
元
副
理
事

長
が
健
闘
を
称
え
、
入
賞
者

4
名
に
表
彰
状
と
メ
ダ
ル
が

贈
呈
さ
れ
た
。

　

最
後
に
石
井
審
査
員
長
が

「
今
日
は
日
頃
の
学
業
の
成

果
を
発
揮
で
き
た
と
思
う
。

審
査
作
品
は
1
0
0
分
と
い

う
時
間
を
有
効
に
使
い
完
成

さ
せ
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
、

効
率
的
な
時
間
の
使
い
方
と

ミ
ス
に
よ
り
成
績
に
差
が
つ

い
た
。
自
身
の
作
品
の
出
来

栄
え
を
改
め
て
見
直
し
、
今

後
の
学
業
等
に
活
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
講
評
を
述

べ
て
コ
ン
テ
ス
ト
は
終
了
し

た
。

　

今
回
の
最
優
秀
賞
と
優
秀

賞
の
2
名
は
関
東
甲
信
越
地

区
電
気
教
育
研
究
会
電
気
工

事
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
。

全
日
出
版
社
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
拠

無
料
体
験
版
が
お
試
し
で
き
ま
す

無無
料料料
体体
験験験
版版版
ががが
おお
試試
し
で
きき
まま
すす

見
積
り
ソ
フ
ト

ゼ
ア
ス

2026年版 電気工事手帳

技術委員会監修

電気工事業者必携の手帳電気工事業者必携の手帳

お
申
し
込
み
は
所
属
工
組
へ
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こ
の
た
び
、
熊
本
県
電
工
組
女
性
部
連

合
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
野
田
佐

代
子
と
申
し
ま
す
。

　

私
た
ち
熊
本
県
女
性
部
連
合
会
は
略
名

を
エ
レ
女
と
し
、
設
立
当
初
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
。
毎
年
、
低
学
年
を
対
象
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
子

ど
も
た
ち
に
モ
ノ
づ
く
り
の
楽

し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
こ

の
業
界
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
反
応

は
と
て
も
新
鮮
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
が
完
成
し
た
際
に
「
わ
ぁ

！
光
っ
た
！
」
と
声
を
上
げ
て

喜
ぶ
姿
や
、
真
剣
な
顔
で
配
線

し
組
み
立
て
よ
う
と
頑
張
る

姿
、腰
道
具
を
装
着
す
る
と「
か

っ
こ
い
い
！
」
と
言
っ
て
、
ハ

ン
マ
ー
や
ド
ラ
イ
バ
ー
で
工
事

実
現
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
み
よ
う
で
は

な
い
か
。
そ
う
思
い
、
今
後
も
こ
の
業
界

の
発
展
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

の
役
割
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
次

世
代
に
続
く
よ
う
な
活
動
に
で

き
な
い
か
を
考
え
、
そ
し
て
行

動
に
移
す
！
実
行
す
る
！
失
敗

を
恐
れ
ず
や
っ
て
み
る
！
そ
ん

な
考
え
方
の
方
々
が
た
く
さ
ん

お
ら
れ
ま
し
た
。
漠
然
と
考
え

て
い
る
こ
と
を
、
実
際
に
行
動

に
移
す
こ
と
の
大
変
さ
は
、
イ

ベ
ン
ト
企
画
時
に
思
い
知
ら
さ

れ
、
同
じ
思
い
で
い
る
同
志
が

い
な
い
と
、
成
し
遂
げ
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
各
地
域
か
ら
全
国
へ
、
皆

で
協
力
し
、意
見
を
出
し
合
い
、

何
か
で
き
る
こ
と
を
少
し
で
も

　

最
後
に
、
熊
本
エ
レ
女
は
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
大
切
に
し
つ

つ
、と
も
に
学
び
、支
え
合
い
、

成
長
で
き
る
場
と
し
て
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
歩
ん
で
い
け
る
こ

と
を
楽
し
み
な
が
ら
、
時
代
に

合
っ
た
柔
軟
な
発
想
で
、
よ
り

魅
力
的
で
活
気
あ
る
女
性
部
会

を
目
指
し
て
活
動
し
て
参
り
ま

す
。

と
も
に
学
び
支
え
あ
う

世
話
人
　

野
田
佐
代
子
（
熊
本
）

To Be Continued…

連
載　

第

15
回

思
い
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
設
立
5
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
さ
ら
な

る
発
展
を
誓
う
良
い
機
会
と
も
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
こ
こ
ま

で
来
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
女
性
部
連
絡
協
議
会
に
て
、
各
県

の
女
性
部
代
表
の
方
々
と
お
話
し
す
る
機

会
が
あ
り
感
じ
た
こ
と
で
す
が
、
な
ん
と

い
っ
て
も
行
動
力
の
す
ご
さ
！
の
一
言
で

す
。
周
り
を
見
れ
ば
男
性
ば
か
り
の
こ
の

業
界
で
、
自
分
た
ち
（
女
性
部
と
し
て
）

の
ま
ね
を
す
る
様
子
、
こ
の
よ
う
な
体
験

を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
「
電
気
っ

て
す
ご
い
」「
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
」

と
思
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、
と
い
う

設立5周年記念祝賀会

◆
『
未
来
』
〜
業
界
の
未
来
を
考
え
事

業
活
性
化
の
推
進
〜

Ａ
・「
業
界
理
解
促
進
交
流
事
業
」
の

充
実
と
、
全
国
女
性
部
連
絡
協
議
会

と
の
連
携
強
化

　

工
業
高
校
を
対
象
と
し
た
交
流
事
業

は
、
開
始
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、

現
在
で
は
対
象
を
他
学
科
や
学
齢
期
の

子
ど
も
た
ち
に
も
拡
大
し
て
い
る
。
今

年
度
は
、
全
国
女
性
部
連
絡
協
議
会
と

の
連
携
を
検
討
し
、
よ
り
時
代
に
即
し

た
活
動
内
容
へ
の
進
化
を
目
指
す
。

Ｂ
・「
行
政
機
関
担
当
職
員
」
と
の
交

流
お
よ
び
情
報
共
有

　

現
場
の
リ
ア
ル
な
情
報
を
収
集
し
、

引
き
続
き
交
流
・
情
報
交
換
を
行
う
こ

と
で
、
業
界
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
て

い
く
。
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
こ
な
か
っ

た
行
政
機
関
と
の
連
携
も
検
討
し
、
未

来
を
見
据
え
た
情
報
交
換
を
推
進
す
る
。

Ｃ
・「
青
年
部
会
員
増
強
」
を
目
指
し
、

育
成
方
法
の
検
討

　

青
年
部
会
員
は
過
去
10
年
間
で
1
、

0
0
0
人
以
上
減
少
し
て
お
り
、
今
後

も
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

の
退
会
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
期
は
会

員
増
強
運
動
を
最
重
点

事
業
と
位
置
づ
け
、『
お

試
し
加
入
制
度
』
を
軸

に
全
国
へ
好
事
例
を
展

開
し
て
い
く
。

Ｄ
・「
販
・
製
」
等
他

団
体
と
の
情
報
交
換

と
新
た
な
る
連
携
事

業
の
確
立

　

電
材
業
界
お
よ
び
各

メ
ー
カ
ー
と
の
協
力
体

制
を
よ
り
一
層
強
化

し
、
新
た
な
事
業
展
開

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

全
日
電
材
連
と
の
交
流

も
継
続
す
る
と
と
も

に
、
既
存
事
業
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
新
た
な
連
携
先
の

模
索
も
進
め
て
い
く
。

◆
『
躍
動
』
〜
仲
間
と
共
に
躍
動
す
る

た
め
の
事
業
充
実
化
〜

Ｅ
・
第
7
回
全
国
青
年
部
会
員
大
会
の

実
施

　

第
6
回
大
会
は
、
対
面
か
つ
人
数
無

制
限
で
開
催
さ
れ
、
過
去
最
大
規
模
と

な
り
、
自
身
や
自
社
の
成
長
に
つ
な
が

る
刺
激
的
な
場
と
な
っ
た
。
第
7
回
大

会
で
は
、
会
員
同
士
の
絆
を
深
め
、
意

見
交
換
や
事
業
発
表
の
充
実
を
図
る
。

I
T
の
活
用
も
取
り
入
れ
、
青
年
部
ら

し
い
大
会
と
し
、
業
界
の
発
展
に
つ
な

げ
て
い
く
。

Ｆ
・「
業
界
・
組
合
」
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
対
応
し
た
「
ア
カ
デ
ミ
ー
」
内

容
の
充
実

　

時
代
の
変
化
に
適
応
し
た
内
容
で
ア

カ
デ
ミ
ー
を
開
催
で
き
る
よ
う
検
討
す

る
と
と
も
に
、
組
合
・
青
年
部
の
歩
み

や
過
去
の
内
容
も
共
有
す
る
。
評
議
員

の
成
長
に
も
重
き
を
置
き
、
自
覚
や
責

任
を
育
む
場
と
す
る
こ
と
で
、
各
組
合

や
自
社
の
発
展
に
つ
な
が
る
ア
カ
デ
ミ

ー
を
目
指
す
。

Ｇ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
情
報
発
信
強
化
・
Ｄ

Ｘ
関
連
技
術
の
推
進
・
事
務
局
と
の

連
携
強
化

　

全
国
青
年
部
協
議
会
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
を
着
実
に
増
や
し
、
前

任
期
に
は
各
地
で
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
を

促
進
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
業
界
の
発
展
や

入
職
促
進
に
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
も

情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
く
。
さ
ら
に

Ｄ
Ｘ
の
活
用
や
『
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
』

の
好
事
例
を
共
有
し
、
加
入
促
進
に
努

め
る
。

「
未
来
」
と
「
躍
動
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
推
進

全国青年部協議会　－2025年度事業計画－

　

全
国
青
年
部
協
議
会
（
東
川
直
輝
会
長
）
は
、今
年
度
の
活
動
方
針
に
「
仲

間
と
の
絆
〜
業
界
の
未
来
を
担
い
躍
動
す
る
青
年
部
〜
」
を
掲
げ
、
対
外
・

対
内
の
両
面
か
ら
事
業
を
推
進
す
る
。

　

会
員
拡
大
や
連
携
推
進
、
意
識
向
上
な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
次
世
代

へ
の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
新
た
な
挑
戦
に
臨
む
。「
未
来
」
と
「
躍
動
」
に

重
点
を
置
い
て
「cre

a
te
th
e
fu
tu
re

（
未
来
担
当
）」「v

ib
ra
n
t

co
m
m
u
n
ity

（
躍
動
担
当
）」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
。
青

年
部
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
と
行
動
力
を
活
か
し
、
重
点
7
項
目
に
沿
っ

て
事
業
を
構
築
し
て
い
く
考
え
だ
。

次代を見据えた重点7項目で事業構築


